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　１０月８日（土）くもり空の下、第３回木古里まつりが開催され、多くの方々
が秋の木古里の自然を満喫しながら、それぞれの目当てのものを買っていただ
きました。わたしたちは、この日のためにつくったよせ植えやビーズ作品、革の
キーホルダー、木工作品や木のネックレスなどを分担して販売し、陶芸教室も
好評でした。ドンキーワールドからは、あつあつのつゆだくうどんといなりの
無料サービスの提供があり、パン販売部のなかまたちは、おいしいビスのパン
販売で参加してくれました。途中からの雨にもかかわらず、来てくださった多
くの皆様に心より感謝いたしております。本当にありがとうございました。

　昨年４月から、押し花講師森敦子先生の指導を受けながら、木古里の 8
名のなかまたちがおしばなを習いはじめました。まずは花の色の変わら
ない押し花の作り方を教えていただきながら、しおりなどのかんたんな
物をつくりました。

　なにしろ、乾燥した押し花をピンセットでつまみながら
の作業なので、指導を受けた最初のころは緊張して疲れて
しまい、午後は眠ってしまう利用者がでるほどでした。し
かし、自然の花の美しさは押し花になってもそのまま残っ
ていて、お正月用につくった作品（写真左と右）からも十分
に見ることができます。これらの作品はアンテナショッ
プ・タックで販売しています。　　ワークスペース木古里

くの皆様に心より感謝いたしております。本当にありがとうございました。
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